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はじめに

W WW  (World Wide Web)は， r世界中に広がった蜘

妹の巣」といった意味合いを持つ情報システムで，その原

型は CERN(European Laboratory for Particle Physics 

:欧州粒子物理研究所)で 1990年に開発された (CERN

ホームページ， 1998). 現在では， W3あるいは単に Web

とも呼ばれてインターネット上で広く普及している.

Webの基本は，ハイパーテキスト (HyperText)形式の

データをソース (source)として Webサーバに置き，閲覧

者は決められた手順に従ってサーバからソースを読み出す

ということである.実際のソースはテキスト以外に，画像，

動画，音声などを含むハイパーメディア形式で， Webペー

ジの内容は多彩である.現在では，求める情報のある Web

サイトを，効率的に探索することを専門とする Webサイ

トが， いくつも開設されて利用されている.特に Webに

関する情報は W3C(World Wide Web Consortium)か

ら得ることができる (W3Cホームページ， 1998). 

Webの特長は，ハイパーテキストやハイパーメディア

を活用し，リンク(Iink)機能を使って次々に Webページ

を移動することにより，誰でも多くの情報を共有できる.

またサーバとブラウザ間での双方向通信ができることにあ

る. この特長を生かした Webの利用形態は，広く社会一

般に開放されたものから利用者を限定したものまで多様で

ある.研究，教育，ビジネス，個人情報など分野を問わず，

これからも更に用途や範囲が拡大してゆくものと考えられ

る.

信越地震観測所は，広報を主目的にホームページを開設
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しているので概要を報告する.

ブラウザ (browser)

ブラウザは Webサーバと通信してソースを読込み，表

示するツールで，イリノイ州立大学の NCSA(National 

Center for Supercomputing Applications)で開発された

ものが有名であったが，現在では幾種類ものブラウザが競

争的に開発されている.

ブラウザは，指定された URL(Uniform Resource Lo幽

cator，後述.)に従って， Webサーバ上のソースを呼び出

し，タグ情報を読み取り，内容やイメージ等を再構築して

表示する.この再構築の作業は，ブラウザ独自の表示プロ

グラム(フォーマッタ)に依存するので， ソースが同じで

あってもブラウザにより表現に違いが生ずる.再現性に優

れたソースを作成するためには，ブラウザ独自の機能の使

用はなるべく避ける.主要なブラウザ上で表示の具合を予

め確認するなどの工夫が必要である.また，ホームページ

とは，ブラウザが起動後に最初に読み込み， リンクの起点

となる Webページのことであるが，発信者が開設してい

るWebサイトという意味にも使われて， URLで示すこと

が一般的になっている.

URL (Uniform Resource Locator) 

URLはインターネット上の通信手順とデータの所在位

置を表わすための書式で， protocol : / /address/passの形

式で記述する. プロトコル (protocoI)は， http， ftp， 

telnet， gopher， mailto， file等が指定できる.アドレス

(address)はサーノfのドメインネーム (domainname)， 

パス (pass)はソースまでの経路とファイル名を指定す

る.ブラウザと同じシステムにあるファイルを読む場合の

URLの書式は file: / / / pass，電子メールを送る場合の

URLの書式は mailto: e-mail addressである.

http (HyperText Transfer ProtocoI)は， Webサーバ
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とブラウザ聞で HTML文書を効率よく通信するための通

信手順であり，信越地震観測所のホームページの URLは

書式に従って， http: j jeoc. eri. u-tokyo. ac. jpjSSOj 

index. htmlと記述する.

HTML (HyperText Markup Language) 

HTML文書にあって，文章構造や文字サイズまたリン

クの設定などを示す目印となる制御文字をタグと呼び<

タグ>の形式で記述する. <開始タグ>と<終了タグ>で

一組となる場合の<終了タグ>は，く/開始タグ>である.

普通のテキスト形式文書はタグを付加することにより，

HTML文書に変換できる.ブラウザで表示するソースは

基本的に HTMLで記述し，フアイル名には拡張子とし

て

と区別する.Webサーバの URLのパスにファイル名が指

定されていない場合，普通はデフォルトファイルとして

index. htmlを検索するように設定される. このためホー

ムページのトップページのソースファイル名は， index 

htmlとすることが多い.

タグの実際の使い方の例として，信越地震観測所ホーム

ページのトップページ(図 1) と，そのソースファイル

(index. htmI)を示す(付録1).表 1はソースファイルで

使用したタグの種類と用途である.

信越地震観測所ホームページの構成

信越地震観測所ホームページのトップページCindex.

htmI)は東京大学地震研究所地震地殻変動観測センターの

ホームページと相互にリンクしている.また東京大学地震

要:

研究所のホームページとも相互にリンクしている.

図 1からは，邦文のページ(indexJ.htmI)にリンクし

ている (図 2および付録 2). この邦文ページは文字どお

り信越地震観測所ホームページの目次に相当し，ここから

リンクを追っていくと，すべてのページが閲覧できる.関

連するソースファイル毎にフォルダにまとめて Webサー

バに置くと共に，同じファイル様造でソース作成用のロー

カルマシンに保存しである. ファイル構造を両者で共通に

しておくと，ソースファイルをアップロードする前にロー

カルマシン上で十分なチェックをしたり，ファイルの更新

や保守などをする際に便利である(図的.

リンクは外部にリンクする場合と同様に，同じソース

ファイル内でリンクすることが可能である.付録 2

(indexJ. htmJ)においても <aname二>タグを{吏って

同一ファイル内リンクを行っている.

<a nameニtop>タグをページの始まりの位置に置き<

a hrefニ#top>pageTop<ja>タグをページの終わりに

置く.

ここで [pageTopJの文字をクリックすると， <a nameニ

top>の位置にジャンプする.

このような <anameニ>タグと<a hrefニ#>タグの

セットを幾つも同一ソースファイル内に配置したデザイン

の場合，ファイルが Iつだけなのでリンクの管理は容易で

あるが，ファイル行体が長大になりやすい.

ホームページ内のリンクを追っていてトップページに戻

る必要があるとき，往路を辿って戻るだけでなく，直接

ジャンプして戻れるようにホームリンクするには，

<a hrefニ"..jindexJ. html" > < img src="gifjmigl. gif" 
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図1. 信越地震観測所のホームページで，庁舎の写真をあしらっている.
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表1. ホームページのソース (index.html)で使用しているタグと用途

( 1 )開始タグと終了タグで一組となるタイプのタグと用途.

くhtml> </html> 
<head> </head> 
<title> </title> 
くbody> </body> 
<hn> </hn> 
〈巴皿 <1巴皿〉

<blink> </blink> 
<center> </center> 
くaddress> </address> 
<a href=' URL • > </a> 
<a href='mailto:address > </a> 
<dl> </dl> 
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(2 )単独で使用するタイプのタグと用途.
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(3) (1)と (2)のタグの中で，開始タグに属性(オプシヨン)を付けて機能を
拡張できるタイプのタグ.

<body> 
background= 
bgcolor= 
text= 
link= 
alink= 
vlink= 

<hn> 
align= 

<hr> 
slze= 
width= 
align= 
noshade 

<lmg src= 
alt= 
align= 

背景の模様を指定する.
背景色を指定する.
表示の文字色を指定する.
リンク部分の文字色を指定する.
読込み中のリンク部分の文字色を指定.
読込み済みのリンク部分の文字色を指定.
( n=1-6 ) 

右寄せ，左寄せの指定をする.

線の太さを指定する.
線の横幅を指定する.
右寄せ，左寄せの指定する.
黒い線を引く.

画像の位置に文字を表示する場合.
画像の横に示す文字の位置を指定する.

><ja>SSO HP等とする.

ここで<img srcニ"gifjmigl.gif">の画像をクリックす

ると，邦文トップページにジャンプする.<img srcニ>に

は， リンクする画像ファイル名とパスを指定する.

衛星方式テレメータシステム紹介のページは，図 2から

リンクしている.付録 3はソース (ssosj3. html)である.

ssosj 3. htmlからは，データの流れの概念を紹介したペー

ジ (ssosys1. html)を経由して衛星テレメータシステムの

設置工事を紹介した写真ニュース (ssonews5. html)にリ

ンクする(図 4).

衛星テレメータシステムの詳細は，図 2から地震地殻変動

観測センターの該当する Webページにリンクして紹介し

ている.

信越地域の震源分布図のページ(図 5)は，図 2からリン

クしている.

付録 4(catalog. html)および付録 5(97 Yhyp. htmI) 

は，カタログページと年別の震源分布図ページの各ソース

である.カタログページでは，テキストによるメニューに

代えて年別の震源分布図画像 (97Yhyp. gif等)を 20%に

縮小して表示させた.原図の表示には，縮小して表示され

た画像をクリックすると 97Yhyp. html等にリンクする手

法を用いた.タグの記述例は次の様になる.

< a href = "97 Yhyp. html" > < img src = "97 Yhyp. gif" 

width="20%" align二 "top"> 1997 < ja > 
付録4の場合，画像ファイルのデータ量は 1枚が約 78KB

で， ページ全体では 450KBにもなる. 閲覧側の設備環境

によっては，データ量の大きな Webページは負担になる

ので，このようなデザインの場合，通常は縮小画像ファイ

ルを別に用意する.

地震観測点の配置図のページ(図的は，図 2からリンク
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図 2. 信越地震観測所のホームページの邦文のトップページである
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している.付録 6はソース Cssostation.htmI)である.

このページでは，観測点コードや座標などのデータを地

図上にプロットし，また表組タグを使って表にして纏めて

いる.表組に使用したタグを表 2に示す

信越地震観測所の写真ニュースのページは，図 2からリ

ンクしたカタログページから更に写真ニュースの各号にリ

ンクでつながっている(図7).

<tr>くth>CODE</th><th>LAT.(N) </th><th 

>LON.(E) </th><th>H (m) </th><th>NAME</ 

th></tr>のように用いる.

付録 7はカタログページのソースCindex.htmI)である.

このページでは臨時観測の様子や観測器材の紹介，観測

点の紹介などの記事を提供する. I両像は，信越地震観測所

のスタッフが記録用に撮影した写真などを主材として，ス
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図 5.

キャナー，デジタルカメラ，フィルムスキャナーなどで取

り込んで使用している.画像データの形式は， gif， jpegの

両方を使い，一定ではない.画像を多用すると内容がわか

りやすいが，データ量が増えて取り込みに時間がかかるこ

とになる.

37 
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表 2. 観測点データの表組みに用いたタグと用途
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図 7 信越地震観測所のニュ ース等を伝えるページである
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その他

図2のページ (indexJ.htmI)に，信越地震観測所のス

タッフのページ (ssomembers.htmI)へのリンクを用意し

た.このリンク先からは各個人のページにリンクする.個

人のページを開設する場合には，その内容，特に個人情報

の公開について，十分な注意を払う必要がある.

おわりに

ホームページに必須の HTML文書の作成については，

専用ソフトが市販品またはフリーウェア，シェアウェアと

して流通しており，誰もが容易にドキュメントを作成でき

る環境になっている.本報告の信越地震観測所ホームペー

ジの各ソースは， UNIXをosとするワークステーション

上でテキストエディターを使って作成し，変換ソフトで

HTML文書に変換したもの， ローカル PC上の HTMLエ

ディターで作成したもの，ワープロソフトで書いて

HTML形式で保存したもの，< >を含むすべてをキー

ボードからタイプ入力したものなど様々である.市販され

ている本格的なホームページ用ソフトは使用していない.

いずれにせよ，ソースの作成では，内容やデザインについ

て考慮すべき事柄が多い.各ページの作成については，見

易いこと解り易いことを心がけ，結果として単純な構成に

なった.ホームページは信頼できる情報を提供することは

当然のこと，情報源として新鮮さを維持できるかどうかが

重要である.この面において，信越地震観測所ホームペー

ジは充分に対処しているとは言い難い.今後は記事の充実

と共に，計画的な更新を行うことを目標としたい.

謝 辞:地震予知研究推進センターの吉井敏魁教授に

は， Webについて基礎的な事柄を教えていただいた.地震

予知情報センターの鷹野澄助教授，瀬川員佐子技術官お

よび地震地殻変動観測センターの卜部卓助教授には，ブ

ラウザの導入やホームページ開設に際してお世話になっ

た.地震予知情報センターの山中佳子助手には， Webペー

ジの作成やデザインについて教示や助言をいただいた.

ホームページの閲覧者からも，少なからぬ数の感想、や質問

或いはパグの指摘など，ホームページ充実のために貴重な

反応をいただいた.

本稿は，平成 10年度地震研究所職員研修会における発

表内容をまとめたものである.同研修会では研修運営委員

会の平田安庚技術官，瀬川員佐子技術官および地震予知情

報センターの山中佳子助手に協力していただいた.本稿の

執筆について技術報告編集委員会の渡遇トキエ技術官にお

世話になった.地震予知研究推進センターの佐藤比呂志助

教授には原稿を査読していただいた.ここに記して皆様に

感謝を申し上げる.
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付録1. 13越地震観測所のホームページ〔問。のソース

くhtml>
く!一一 (8S0 top p品ge)ind君x.htm1…〉

くhe品d><Litl記>Top Page of the ShinEtsu S巴ismoJogiむalObservatory 
くbodybackground~gif/back3.gif bgco1or土井66cc66textヱ非000000>
<dI> 
くdt>くh2>く君臨〉 恥 1c訂臨eto ShinEtsu' s 抗日冊邑 Pag君"く/日m>く/h2>
<br> 
くdt>くblink><hl>く日間>ShinEtsuSeismologica1 Ob自己rvatoryく/居間></hl>く/blink>
くh3><自由〉くcent日r> EOC本EARTHQUAKEOBSERVATION CENTER く/cent思r>く/開></h2>
くhr>
くdd>Address: 22-17， HakoShimiz叫 3-cho臨日， Nagano-shi， Nagano-ken 380-0801，JAPAN 
くdd>Phone 026-235-4591 
<dd> Fax 026-232-2073 
<dd><丘ddress>E-mai1:<a href='田ailto:fo1ks自sso.eri.u-tokyo.乱c.jp' > 
folks@sso.eri.u-tokyo.ac.jp</a></address><p> 
<center> 
<i部gsrc=舞gif/sso9708.jpeg' alt="view of SSO 59KB" > 
</center> 
くdt><hr>
<center> 
<dd><a hr日f='indexJ.ht田1">[Next ] </a> 
く/cent邑r>
く/body>
く/ht田1>

付録 2. 信越地震観測所の邦文ホームページ(凶 2)のソース

くht朗1>く!一信越地震観測所 indexJ.ht田1--> 
<a n餓 ectop> 
ぐh位ad>くtitle> Hm品ePage of the ShinEtsu Seis冊。10gicalObserv品toryく/title></head>
くbodybackground二'gif/back3.gif' bgcolor='非66cc66到 textニ'非000000'> 
くd1><dt>
<hl>く自由〉 両日1co由日 to ShinEtsu' s 日日朗自 P乱高官 !! く/日m>く/hl>
<p> 
くblink>くhl><日開〉交交交 SSO本信越地震銭湯j所食会食く/君臨〉く/hJ></blink> 
<h2><em><center>EOC *地震地殻変動観測センターく/center></er自></日〉
くC日nter>
くimgsrc="gif/sso9708.jp官g' width=40%> 
<img src='gif/ringo.jp告喜男 width=35%> 
くIcenter> 
<center>秋の日に 手をのベて林檎を我に与えしは...・...ー・パ/center>
<dt>くhr>
<dd>くahref=" index量ht田l'>lEnglish]く/乱〉
<dt>くhr>
<dd>所在地 千380-0801<ahref="http://判官官.pref.nagano.jp/"> 長野県</a>
く且 href:c"http://www.city.n品gano.nagano.jp/"> 長野市 く/A>箱清水3了巨22番17号
<dd>電話 : 026235同 4591
くdd>FAX: 026-232-2073 
くdd><address>E-mai1:く乱 href="田ailto:fo1ks自sso.eri.u-tokyo.ac > fo1ks臨sso.eri.u-tokyo.ac.jpく

ご意見、ご感想などをお寄せ下さい。く/address>
くdt>くhr>
<img src="gif/tora-m.gif" align=' left" hspaceご30>
くh2>信越観測所から発信く/h2>
<dd> <li>くahref=' snews/news.html" >SSO-news 最新号く/a>
<dt><hr> 
くdd>
<h2>観測点の配置図</h2>
<p> 
<dd>くli><ahref="ssostation.html' >信越地震観滅所 く/a>
<a n創ne=Hypo>
くp>
くh2>信越地域の地震活動く/h2>
<p> 
くdd>
くdd><li><ahref="hypos/catalog.html勺震央分布図く/a>
くdd><br> 
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付録 2. 信越地震観測所の邦文ホームページ(図 2)のソース(つづき)

<h2>観測システムの紹介 </h2>
<dd><li> <a href='ssosj3.htm1'>機器構成</a>
<dd><li> <a href='http://eoc.eri.u守 tokyo.ac.jp/eisei_system/eisei_panfl.htm1'>
衛星遥信方式地震観測テレメータ(地震研究所地震地殻変動観測センター)</a>
<center> <img src♂gif/wavel.gif' width='100γ〉く/center>
<dt><hr> 
<h2><dd><巴冊>Howdo you do ? How are you ? </em> </h2> 
<dd><li><a href='ssomembers.ht皿1'>Staff Members </a> 
<dt><hr> 
</d1> 
<h2>くdd><em>Let's go !!</e田> </h2> 
<dd><li><a href=' ../Jhome.htm1'>地震地殻変動観測センター</a>
<dd><li><a href=¥./eri-OBS.html'>地震研究所の観測所一覧</a>
くdd><li><ahref=.http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/Jhome.htm1.>地震研究所</a>
<dt><hr> 
<center><a href=井Top>pageTop 企</a></center>
</body> 
</htm1> 

付録 3. (図 4)の中の衛星テレメタリングシステムの構成を紹介するページのソース

<HTML><!ーシステム紹介 toppageー〉
<HEAD><TITLE>ssosj3</TITLE></HEAD> 
くANAME=top> 
<BODY BGCOLOR= '99cc99' VLINK='OOOOcc'> 
<CENTER> 
<IMG SRC=潤gif/ssosj3.gif'> 
<HR> 
<TABLE BORDER='5' > 
<CAPTION ALIGN='top'>信越地震観測所の衛星送受信局用パラボラアンテナ</CAPTION>
<TR ><TD><IMG SRC='gif/Kl1.GIF' > </TD></TR> 
く/TABLE>
</CENTER> 

くCENTER>
<A HREF=れop>Top 企 </A> SELECT 
<A HREF='ssosysl.html' > N巴xt~</A> 
</CENTER> 

<HR> 
<H5><ADDRESS>このページについてのご意見などはくBR>
e-mail:<AHREF=.mai1to:sakai@sso.eri.u-tokyo.ac.jp.> 
sakai@sso.eri.u-tokyo.ac.jp</A>までどうぞ。
</ADDRESS></H5> 
</BODY> 
</HTML> 
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付録 4. (図 G)の中の震源分布肉のカタログベ…ジのソース

くHTML>
く?ー 震線凶表示 catalog.hLml 一〉

<HEAD>くTITLE> ind日xm く/TITLE></HEAD>
くBODYBGCOLOR='99cc99' > 
<CENTER> 
くH3><1>信越地震観測所</1>く/出〉
〈日2>信越地域の地獲活動 時APcatalog</H2> 
図上をクリックすると拡大図になります。
<HR S1ZE=lO> 

1!i 

<A HREF='79S3Yhyp.ht由i符 ><IMGSRC='7983Yhyp.gif' 百IDTH='20%' ALIGN="top'>' 79-' 83く/A>
<A HREF='8488Yhyp.ht担l'><IMG SRC=努8488Yhyp.g if努百IDTH='20%' ALIGN='top'>' 84-' 88 </A> 
<A HREF='8993Yhyp.ht田l'><IMG SRC="8993Yhyp.gif' WIDTH='20%" ALIGNご 'top'> '89-' 93く/A>
<P> 
くAHREF=' 94Yhyp.htrn1' ><IMG SRC=' 94YhYP.gif' WIDTH=' 20%' ALIGN=' top' >1994く/A>
くAHREF='9SYhyp.ht理l' >くIMGSRCに"自らYhYP.gif' WIDTH='20γ ALIGN='top" >1995 </A> 
くAHREF='96Yhyp.htrn1" ><IMG SRCc=" 96Yhyp.gif" WIDTH='20%" ALIGN='to〆>1996く/A>
くP>
くAH設EF='97Yhyp.ht田l' >くI現GSRC=' 97Yhyp.gif' WIDTH=' 20%' ALlGN=凋>1997く/A>
くAHREF='98Yhyp.ht冊l' >くI司自 SRCニ WIDTH='20%' ALIG出='top'>1998く/A>
<HR SIZE=5> 
Top くAHREF=灯op >< i阻乱高eSI'C=潤 ../gif/hida1.gif'>く/A>
<A HREF=' . . /indexJ . ht田l'>くimagesrむ='../gif/migl.gif殉 ></A>SSO 
</CENTER>くHRSIZE= 5> 
<ADDRESS> 
e-rnai 1 : <A HREFご，rnail to : sak品i母SSD.日ri.u-tokyo.ac.jp'>
sakai車sso.eri.u-tokyo.ac.jp
く/ADDRESS>
く/BODY>
く/HTML>

付録 5. 凶5)の中の年別のiZ源分布図手紹介するぺ…ジのソース

くHTML>
< !一 震源図表示(年別)yyYhyp.htrnl 
くHEAD><TITLE> SSO hypocenter く/TITLE></問AD>
くBODYBGCOLOR='99cc99' > 
くCENTER>
<H3><I>信越地震観測所く/1></H3>
くH2>信越地域の地震活動 1997年 (1月一12月) </H2> 
くIMGSRC=-'97Yhypほif' > 
く担詩〉

Top くAHREF=書Top ><IMG SRC=' ..!gif/hidal.gif勿 ></A>
くAHREF='catalog.html鰐〉くIMGSRC=努..!gif/田igl.gif努 ></A>rnap catalog 
<!CENTER> 
くH5>個々の地震についてのお問い合わせには応じかねます。 </H5)
</BODY> 
</HTML> 
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付録 6. 信越地震観測所の観測点のデータを紹介している(図的のソース

<HTML> <!一 地震観測点配置図表示 ssostation.html一一〉

<HEAD><TITLE> SSO station</TITLE></HEAD> 
<A NAME=top> 
<BODY BGCOLOR='99cc99'> くCENTER> くH2><I>SSO 信越地震観測所</I></H2>
<H2>地震観測点の配置状況 ( 1997年 11】)く/H2><IMGSRC='gif/ssostation.gif' ></CENTER> 
<H4>OMJ: (SSO信越地震観測所)の観測点コード </H4>
くCENTER><HR><P><TABLE BORDER=4 CELLSPACING> 
<CAPTION> <H2>信越地震観測所の地震観測点座標 </H2></CAPTION> 
<TR><TH> 大</TH><TH>CODEく/TH><TH> LAT.(N) </TH> <TH> LON.(E) </TH> 

くTH>H(m)く/TH>くTH>名前</TH> <TH> NAME く/TH></TR> 
くTR><TD> 大 </TD><TD> AWS </TD><TD> 38.45086 </TD><TD> 139.24250 </TD> 
<TD ALIGN='right'> 250く/TD><TD>粟島 </TD> <TD>Awashi田a</TD></TR>
<TR> <TD> 大 </TD><TD> OSD </TD><TD> 38.24238 </TD><TD> 138.41111く/TD>
<TD ALIGN='right'> 60 </TD><TD>大佐渡 </TD><TD>Ohsado</TD> </TR> 
<TR> <TD> く/TD><TD> SWD </TD><TD> 38.05202 </TD><TD> 138.28566 </TD> 
<TD ALIGN='right'> 640く/TD><TD> 佐和田 </TD><TD>Sawata</TD></TR> 
<TR> <TD> 大 </TD><TD> AKD </TD><TD> 37.99283 </TD><TD> 138.53616 </TD> 
<TD ALIGN='right'> 60 </TD><TD>赤玉く/TD><TD>Akadama</TD></TR> 
<TR> <TD> 大 </TD><TD> F臥 </TD><TD> 37.81863 </TD><TD> 138.22427 </TD> 
<TD ALIGN='right'> 160 </TD><TD>深浦 </TD><TD>Fukaura</TD></TR> 
<TR> <TD> く/TD><TD> HGR </TD><TD> 37.84847 </TD> <TD> 136.92138 </TD> 
<TD ALIGN='right'> 10 </TD> <TD> 舶倉島 </TD><TD>Heguraji皿a</TD></TR> 
<TR> <TD> 大 </TD><TD> WJM </TD> <TD> 37.35113 </TD> <TD>136.83816 </TD> 
<TD ALIGN='right'> 360く/TD>くTD>輪島く/TD><TD>Waji皿a</TD> </TR> 
<TR> <TD> 大 </TD> <TD> YHJ </TD><TD> 37.73363 </TD><TD> 138.叩302 </TD> 
<TD ALIGN='right'> 30 </TD><TD>弥彦 </TD><TD>Y油iko</TD> </TR> 
<TR> <TD> 大 </TD><TD> KZK </TD><TD> 37.29513 </TD><TD> 138.51566 </TD> 
<TD ALIGN='right'> 220 </TD><TD>柏崎 </TD><TD>Kashiwazaki</TD> </TR> 
くTR><TD> 大 </TD><TD> HRG </TD><TD> 37.23711 </TD><TD> 139.03616 </TD> 
<TD ALIGN='right'> 210 </TD><TD>広神 </TD><TD>Hirok叩 i</TD></TR> 
<TR> <TD> </TD> <TD> NUJ </TD><TD> 37.04797 </TD><TD> 138.03086 </TD> 
<TD ALIGN='right'> 270 </TD><TD> 能生 </TD><TD>Nou</TD> </TR> 
<TR> <TD> 大 </TD><TD> TNN </TD><TD> 36.94225 </TD><TD> 138.59466 </TD> 
<TD ALIGN='right'> 450 </TD><TD>津南 </TD><TD>Tsun飢 </TD></TR> 
<TR>くTD> 女 く/TD>くTD> OMJ </TD><TD> 36.66766 </TD>くTD>138.18200 </TD> 
<TD ALIGN='right'> 506 </TD><TD>大峰 </TD><TD>Ohmine</TD></TR> 
<TR> <TD> 大 </TD><TD> HKB </TD><TD> 36.67920 </TD><TD> 137.82579 </TD> 
くTDALIGN='right'> 
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付録 7. (図 7)の中の写真ニュースのカタログページのソース

くHTML><!--SSO-newsカタログー〉
<A NAME=pl> 

要

くHEAD><TITLE><ShinEtsu SSO吋 news Catalogue></TITLE></HEAD> 
<BODY BGCOLOR=' 99CC99鋼〉

<Hl> <HR> 
<IMG SRC='gif/hyosatu.gif' ALIGN='left' HSPACE=30> 
SSO-news *牢*材*<BR>

本牢牢寧** Catalogue <BR> 
</Hl><BR CLEAR=all> 
くHRSIZE=10> <問〉
<ADDRESS><A HREF='news-9.ht阻l"><DD><L1TYPE="square'>news-9 </A> 
特集(' 98東北合同観測)準備着々進行中</ADDRESS> 
<ADDRESS><A HREF・='news-8.html'><DD><L1TYPE='square'>news-8 </A> 
特集:黒四観測点の衛星テレメータ化工事</ADDRESS> 
くADDRESS><AHREF='news-7.html">くDD><L1TYPE='square'>news-7 </A> 
特集(' 97東北合同観測)VSAT観測点設置行</ADDRESS> 
くADDRESS><AHREF='news-6.html'><DD><LI TYPE='square'>news-6 </A> 
特集(' 97東北合同観測)DAT設置行の奮闘記</ADDRESS> 
<ADDRESS><A HREF='news-5.ht皿l'><DD><LITYPE='square'>news-5 </A> 
特集:衛星テレメータ送受信局を紹介!!く/ADDRESS>
くADDRESS><AHREF・='news-4.html'><DD><L1TYPE♂ square'>news-4 </A> 
特集:白馬観測点へ雪中行く/ADDRESS>
くADDRESS><AHREF='news-3.ht皿l'><DD><L1TYPE='square">news-3 </A> 
特集:観測点の衛星化工事点描(その2)</ADDRESS> 
<ADDRESS><A HREF='news-2.ht皿l'><DD><L1TYPE='square">news-2 </A> 
特集:観測点の衛星化工事点描(その1)く/ADDRESS>
<ADDRESS><A HREF='news-l.ht皿l'><DD><L1TYPE='square'>創刊号 </A> 
特集:衛星テレメータ工事が始まった!</ ADDRESS> 
く/H3><HR S1ZE=10 ><H5> 
<ADDRESS>このページについてのご質問などは<BR> 
<A HREF='mailto:folks@sso.eri.u-tokyo.ac.jp'> 
信越地震観測所
</A>e-mail:folks@sso.eri.u-tokyo.ac.jp までどうぞ。
</ADDRESS> 
くHR>
<CENTER> 
Catalogue TOP<A HREF=非pl><1担GSRC='gif/hidal.gif'></A> 
<A HREF=' ../indexJ.html'> <IMG SRC='gif/皿igl.gif'></A>SSO Hom巴Page
</H5></CENTER> 
く/BODY>
</HTML> 




